難治性神経疾患克服を目指して by 池田, 佳生
よって,人の手の暖かさ,心地よさを感じ,気持ちが穏や
かになったと述べていた.生理的評価においても,指先
温度の上昇や,交感神経活動の指標であるLF/HFの低
下,副交感神経活動の指標であるHFの上昇がみられ,
タッチを受けている者とタッチを行っている者の双方
に,リラクセーション反応がみられていたことが分かっ
た.
このタッチの経験は,その後の臨地実習の中で生かさ
れているのであろうか.実験に参加した学生にインタ
ビューしたところ,その答えは半々だった.患者さんに
楽になってもらえたらと思って肩に触れていたら患者さ
んが気持ちよさそうにうとうとしたというように実際に
活用できた学生と,自分の課題に精一杯で,タッチのこ
とを思い出すこともなかったという学生がいた.
癒し技法としてのタッチは,ただ相手の身体にふれれ
ばよいというものではない.タッチをする者が自分の心
身の状態を安定させ,相手が最もよい状態になることを
意図して相手の身体にそっと手をおく.これは生まれた
ばかりの子どもを抱く母親のように,ケアの原点に戻っ
て人にふれることなのかもしれない.しかし多くの任務
を課せられる看護の臨床で,このようなケアを行うこと
は難しいのであろうか.
本講演では,タッチを通して実践する癒しについて,
患者を癒すとともに,自分自身を癒すことについてお話
させていただきたいと考えている.
Olig2と脳腫瘍の病理診断
群馬大学大学院医学系研究科病態病理学 横 尾 英 明
細胞あるいは分子レベルでの様々な異常の総和が組織
や細胞の形態に反映されるという考えから,病理学では
「かたち」の持つ意義が重要視される.このような基本
原理に従って様々な疾患が記述され,それらが種々の疾
患概念の基盤として受け入れられてきた結果,病理診断
は最も確かな疾病診断手法として不動の地位を確立する
に至った.ただし,病理学的知見の多くがホルマリン固
定パラフィン包埋された臓器組織の所見に基づくため
に,避けて通れない制約も存在する.例えば病理学分野
で盛んに実施される免疫組織化学において,当該抗体が
パラフィン切片で使用可能かどうかは我々病理医にとっ
て重大な関心事である.
神経系を構成する細胞を適切に同定することは神経研
究における最も基本的な作業であり,免疫組織化学がそ
の中核を担っていることは疑いない.オリゴデンドロサ
イトは中枢神経系に局在するグリア細胞の一種で,脳腫
瘍をはじめとして種々の疾患にも関与する細胞である.
臨床検体 (パラフィン切片)における同細胞の免疫組織
化学的同定法の確立は長年待望されていたが,ニューロ
ンやアストロサイトなどのその他の神経系細胞と比較す
ると大幅に遅れて,問題の解決は21世紀まで持ち越さ
れた.演者はこの課題に年余にわたり取り組み続け,オ
リゴデンドロサイトの発生を制御する転写因子である
Olig2に着目し,その抗体が有用なマーカーになること
を見出した.演者の開発したOlig2抗体は国内外で市販
されて約10年が経過し,現在では脳腫瘍の病理診断に
おいてルーチンで用いられる抗体として広く普及してい
る.講演ではOlig2抗体の開発から病理診断への応用に
ついてお話させていただくとともに,神経科学の専門家
との対話を通して今後の研究課題について議論すること
を望んでいる.
難治性神経疾患克服を目指して
群馬大学大学院医学系研究科脳神経内科学 池 田 佳 生
神経内科の臨床で扱う疾患には,頭痛疾患やめまい,
しびれといったcommon diseaseはもとより,高齢化社
会を迎えて患者数が急増しているアルツハイマー病を主
とする認知症や脳卒中など社会的要請度の高い疾患を担
当している.また,根本的治療法が未だ確立していない
神経内科領域の難治性疾患,つまりパーキンソン病,脊
髄小脳変性症,多系統萎縮症,筋萎縮性側索硬化症と
いった神経変性疾患や,重症筋無力症,多発性硬化症と
いった神経免疫疾患も担当し,これら神経難病の克服へ
向けた医療貢献は神経内科医の使命であると認識してい
る.
アルツハイマー病 (AD)のAβカスケード仮説に基づ
第61回北関東医学会総会抄録276
いた,Aβアミロイドの生成と蓄積を抑制するdisease-
modifying therapy(DMT)は脳内のAβ除去には一定の
効果が確認されたものの臨床的に認知症改善効果を認め
ていない.AD患者におけるAβアミロイド沈着は認知
症の発症する20年以上前から始まっており,発症した
段階では神経変性に陥った病態を回復することは困難で
あることが予想され,より早期の段階での治療的介入へ
向けた研究が進行中である.このためADの早期診断を
目指したアミロイドPET画像や脳脊髄液中のAβやタ
ウ蛋白を定量するバイオマーカー開発研究を推進してい
る.
また運動失調を主症状とする脊髄小脳変性症の原因解
明のため遺伝学的研究に携ってきた.脊髄小脳失調症
(spinocerebelar ataxia:SCA)と呼ばれる遺伝性脊髄小
脳変性症は原因遺伝子の違いに応じてSCA1から
SCA38のタイプに分類され遺伝的多様性が大きい.これ
までにSCA5の原因遺伝子ベータⅢスペクトリンの同
定やSCA36/Asidanの原因遺伝子NOP56の同定などの
研究を通じて分子病態を明らかにしてきた.今後これら
の知見を基に各疾患の病態に則したDMT開発を目指し
ている.また遺伝性神経変性疾患に対する研究を手がか
りにして,より頻度の高い孤発性神経変性疾患の治療開
発へ応用することを目標にして研究に取り組んでいる.
受精と胚発生における膜トラフィックの新たな生理機能
群馬大学生体調節研究所細胞構造分野 佐 藤 健
受精は発生の出発点であり,精子と受精した卵母細胞
はすべての細胞に分化しうる全能性を獲得し,接合子へ
と変化する.この際,染色体の構造や遺伝子の発現様式
が大きく変化することはもちろん,細胞質やそこに存在
するオルガネラなどの膜成分も劇的に変化し,減数分裂
期の細胞から体細胞分裂である胚発生に向けた細胞内成
分の変換が起こる.受精後には役割を果たした卵母細胞
由来の一群のmRNAや細胞質タンパク質が選択的に分
解されることが知られており,これらの現象は正常な胚
発生に必須である.私達は線虫 C.elegansの生殖細胞を
用いたライブイメージング解析により,受精に連動して
細胞内膜成分も劇的に変換することを見出している.例
えば,受精が完了すると卵母細胞由来の一群の細胞膜タ
ンパク質が選択的にエンドサイトーシスされ分解される
ことを見出している (Sato et al,JCS,2008;Sato et al.,
Development,2014).また,線虫初期胚において精子由来
のミトコンドリアや膜成分が選択的にオートファジーに
より分解されることがミトコンドリアDNA (mtDNA)
の母性遺伝に重要であることを明らかにしている (Sato
&Sato,Science,2011).さらに,受精卵において細胞内の
ユビキチンの動態がダイナミックに変化し,これらの分
解プロセスを制御していることを見出している.本講演
では,このような受精卵におけるリソソーム経路を介し
た選択的分解機構について線虫およびマウスを用いて得
られた研究成果について発表する.また,マウス胚発生
におけるタンパク質の小胞体局在化機構の新たな生理機
能を見出したので,それについても発表したい.
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